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令
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五
年
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月
二
十
三
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
七
、六
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

一
四
七

山
梨
県
公
報

第
三
百
六
十
三
号

令
和
五
年

三
月
二
十
三
日

木　曜　日

目

次

告

示

○
山
梨
県
キ
ヤ
ン
プ
地
利
用
適
正
化
指
導
要
綱
の
廃
止	

一
四
七

○
家
畜
伝
染
病
の
発
生	

一
四
七

○
山
梨
県
農
作
物
奨
励
品
種
の
指
定
の
一
部
改
正	

一
四
七

○
道
路
の
供
用
開
始	

一
四
八

○
廃
川
敷
地
等	

一
四
八

○
浸
水
想
定
区
域
等
の
決
定	

一
四
八

○
指
定
納
付
受
託
者
の
指
定	

一
四
九

公

告

○
公
益
社
団
法
人
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
の
業
務
拡
大
に
係
る
業
種
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

一
四
九

　

び
職
種
の
指
定

○
肥
料
の
登
録
の
有
効
期
間
の
更
新	

一
四
九

○
水
防
法
に
基
づ
く
水
防
警
報
を
す
る
河
川
の
指
定	

一
五
〇

選
挙
管
理
委
員
会

○
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程	

一
五
〇

○
政
治
団
体
の
名
称
等
の
届
出	
一
五
〇

○
山
梨
県
知
事
選
挙
に
お
け
る
候
補
者
の
選
挙
運
動
に
関
す
る
収
支
報
告
書
の
要
旨
の
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	
一
五
四

　

表

教
育
委
員
会

○
山
梨
県
公
立
小
学
校
及
び
中
学
校
の
学
級
編
制
の
基
準
等
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

一
六
一

　

改
正
す
る
規
則

○
博
物
館
の
登
録
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則	

一
六
一

○
山
梨
県
立
学
校
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則	

一
六
一

○
産
業
教
育
手
当
支
給
に
関
す
る
規
則
及
び
指
導
が
不
適
切
な
教
員
の
認
定
の
手
続
等
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

一
六
一

　

関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

○
山
梨
県
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令	

一
六
二

正

誤

○
令
和
五
年
三
月
一
日
付
号
外
第
十
号
中	

一
六
二

告　
　
　

示

山
梨
県
告
示
第
九
十
四
号

山
梨
県
キ
ヤ
ン
プ
地
利
用
適
正
化
指
導
要
綱
（
昭
和
五
十
一
年
山
梨
県
告
示
第
四
百
六
十
号
）
は
、

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
限
り
、
廃
止
す
る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
三
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

山
梨
県
告
示
第
九
十
五
号

家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
家
畜
伝
染
病
の
発
生
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
五
年
三
月
二
十
三
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

家
畜
伝
染

病
の
種
類

家
畜
の

種
類

患
畜
又
は
疑
似

患
畜
の
区
分

発
生

頭
数

発　

生　

場　

所

発　

生　

年　

月　

日

ヨ
ー
ネ
病

牛

患
畜

一

韮
崎
市

令
和
五
年
三
月
十
三
日

山
梨
県
告
示
第
九
十
六
号

山
梨
県
農
作
物
奨
励
品
種
の
指
定
（
昭
和
四
十
一
年
山
梨
県
告
示
第
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
三
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
の
表
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「

　

同

同

あ
さ
ひ
の
夢

晩　
　

生

　
　
　
　
　

平
坦
部
に
適
す
る
。

偏
穂
重
型

同

同

農
林
二
二
号

晩　

生　
　

平
坦
地
の
痩
地
、
秋
部
落
地
帯
及
び
イ
モ
チ
病

中
間
型　
　

頻
発
地
帯
に
適
す
る
。

同

同

あ
さ
ひ
の
夢

晩　
　

生

　
　
　
　
　

平
坦
部
に
適
す
る
。

偏
穂
重
型

同

同

農
林
二
二
号

晩　

生　
　

平
坦
地
の
痩
地
、
秋
部
落
地
帯
及
び
イ
モ
チ
病

中
間
型　
　

頻
発
地
帯
に
適
す
る
。

同

同

に
じ
の
き
ら
め
き

中　

生

　
　
　
　
　

平
坦
地
帯
か
ら
中
間
地
帯
に
適
す
る
。

中
間
型

同

同

あ
さ
ひ
の
夢

晩　
　

生

　
　
　
　
　

平
坦
部
に
適
す
る
。

偏
穂
重
型



山
梨
県
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三
百
六
十
三
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令
和
五
年
三
月
二
十
三
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一
四
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

山
梨
県
告
示
第
九
十
七
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
富
士
・
東
部
建

設
事
務
所
吉
田
支
所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
令
和
五
年
四
月
十
三
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供

す
る
。令

和
五
年
三
月
二
十
三
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

道
路
の

種
類

路
線
名

区
間

延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

供
用
開
始
の

期
日

県
道

河
口
湖
精
進

線

南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
大
石
字
久

保
井
坂
下
二
六
七
四
番
一
地
先
か
ら

南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
大
石
字
久

保
井
坂
下
二
六
七
四
番
一
地
先
ま
で

　
　

三
八
・
一

令
和
五
年
三

月
二
十
三
日

山
梨
県
告
示
第
九
十
八
号

次
の
と
お
り
廃
川
敷
地
等
が
生
じ
た
の
で
、
河
川
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
十
四
号
）
第
四

十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
告
示
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
を
山
梨
県
県
土
整
備
部
治
水
課
及
び
富
士
・
東

部
建
設
事
務
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
三
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一　

河
川
の
名
称　

相
模
川
水
系　

桂
川

二　

廃
川
敷
地
等
が
生
じ
た
年
月
日　

令
和
五
年
三
月
二
十
三
日

三　

廃
川
敷
地
等
の
位
置　

南
都
留
郡
忍
野
村
忍
草
字
丸
尾
岸
千
二
百
十
番
一
地
先
か
ら
南
都
留
郡
忍

野
村
忍
草
字
土
手
上
千
二
百
二
十
番
一
地
先
ま
で

四　

廃
川
敷
地
等
の
数
量　

千
七
百
一
・
〇
三
平
方
メ
ー
ト
ル

山
梨
県
告
示
第
九
十
九
号

同

同

P
2
0
8
8

中
生　

県
下
一
円
に
適
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

同

同

に
じ
の
き
ら
め
き

中　

生

　
　
　
　
　

平
坦
地
帯
か
ら
中
間
地
帯
に
適
す
る
。

中
間
型

同

同

あ
さ
ひ
の
夢

晩　
　

生

　
　
　
　
　

平
坦
部
に
適
す
る
。

偏
穂
重
型

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　
　
　
　
　
　

に
改
め
る
。

　
　
　
　
　

」

　
　
　
　
　

「

三
の
表
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

同

同

あ
さ
ひ
の
夢

晩　
　

生

　
　
　
　
　

平
坦
部
に
適
す
る
。

偏
穂
重
型

同

同

農
林
二
二
号

晩　

生　
　

平
坦
地
の
痩
地
、
秋
部
落
地
帯
及
び
イ
モ
チ
病

中
間
型　
　

頻
発
地
帯
に
適
す
る
。

同

同

に
じ
の
き
ら
め
き

中　

生

　
　
　
　
　

平
坦
地
帯
か
ら
中
間
地
帯
に
適
す
る
。

中
間
型

同

同

あ
さ
ひ
の
夢

晩　
　

生

　
　
　
　
　

平
坦
部
に
適
す
る
。

偏
穂
重
型

同

同

マ
ン
ゲ
ツ
モ
チ

中　

生

　
　
　
　
　

平
坦
部
及
び
山
添
地
帯
に
適
す
る
。

穂
重
型

同

同

マ
ン
ゲ
ツ
モ
チ

中　

生

　
　
　
　
　

平
坦
部
及
び
山
添
地
帯
に
適
す
る
。

穂
重
型

同

同

き
ぬ
は
な
も
ち

晩　
　

生

　
　
　
　
　

平
坦
地
帯
か
ら
中
間
地
帯
に
適
す
る
。

偏
穂
重
型

同

同

き
ぬ
は
な
も
ち

晩　
　

生

　
　
　
　
　

平
坦
地
帯
か
ら
中
間
地
帯
に
適
す
る
。

偏
穂
重
型

同

同

き
ぬ
は
な
も
ち

晩　
　

生

　
　
　
　
　

平
坦
地
帯
か
ら
中
間
地
帯
に
適
す
る
。

偏
穂
重
型

同

同

K
D
7
3
1

　
　
　

平
坦
地
帯
、
中
間
地
帯
及
び
一
部
高
冷
地
帯
に
適
す

中
生

　
　
　

る
。

同

同

K
D
7
3
1

　
　
　

平
坦
地
帯
、
中
間
地
帯
及
び
一
部
高
冷
地
帯
に
適
す

中
生

　
　
　

る
。

同

同

P
2
0
8
8

中
生　

県
下
一
円
に
適
す
る
。

同

同

P
2
0
8
8

中
生　

県
下
一
円
に
適
す
る
。
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六
十
三
号
　
　
令
和
五
年
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月
二
十
三
日

一
四
九

指
定

高
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
四
十
五
条
に

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
益
社
団
法
人
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
連
合
会
の
業
務
拡
大
に
係
る
業
種
及
び
職
種
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

令
和
五
年
三
月
二
十
三
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一　

指
定
を
し
た
業
種
及
び
職
種
並
び
に
当
該
指
定
に
係
る
市
町
村
の
区
域

業
種
（
日
本
標
準
産
業
分
類
の
中
分

類
）

職
種
（
厚
生
労
働
省
編
職
業
分
類
の

中
分
類
）

市
町
村
の
区
域

十
八

－

プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
製
品
製
造

（
別
掲
を
除
く
）

五
十
四

－

製
品
製
造
・
加
工
処
理
の

職
業
（
金
属
材
料
製
造
、
金
属
加
工

、
金
属
溶
接
、
溶
断
を
除
く
）

笛
吹
市

二　

指
定
年
月
日　

令
和
五
年
四
月
一
日

◉　

肥
料
の
登
録
の
有
効
期
間
の
更
新

肥
料
の
品
質
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
十
二
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
肥
料
の
登
録
の
有
効
期
間
を
更
新
し
た
。

令
和
五
年
三
月
二
十
三
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

登
録
番
号

肥
料
の

種
類

肥
料
の

名
称

保
証
成
分

量
（
％
）

そ
の

他
の

規
格

生
産
業
者
の
氏
名
又
は

名
称
及
び
住
所

更
新
後
の
有
効

期
限

山
梨
県
第

十
四
号

乾
燥
菌

体
肥
料

乾
燥
菌

体
肥
料

S

－

B

窒
素
全
量

四
・
〇
％

り
ん
酸
全

量
一
・
〇

％

公
定

規
格

の
と

お
り

サ
ン
ト
リ
ー
株
式
会
社

東
京
都
港
区
台
場
二
丁

目
三
番
三
号

令
和
八
年
三
月

七
日

水
防
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
三
号
）
第
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
水
防
法
施

行
規
則
（
平
成
十
二
年
建
設
省
令
第
四
十
四
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
相
模
川
水
系
新
名
庄
川
に
係

る
洪
水
浸
水
想
定
区
域
並
び
に
浸
水
し
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
水
深
及
び
浸
水
の
継
続
時
間
を
定
め
た

の
で
、
同
法
第
十
四
条
第
三
項
及
び
同
省
令
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。
そ
の
関
係
図

面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
治
水
課
及
び
富
士
・
東
部
建
設
事
務
所
吉
田
支
所
に
備
え
置
い
て
、
一
般

の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
三
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

山
梨
県
告
示
第
百
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
三
十
一
条
の
二
の
三
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
、
次
の
と
お
り
指
定
納
付
受
託
者
を
指
定
し
た
。

令
和
五
年
三
月
二
十
三
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一　

指
定
納
付
受
託
者
の
名
称
及
び
事
務
所
の
所
在
地　

S
B
ペ
イ
メ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社　

東

京
都
港
区
海
岸
一
丁
目
7
番
1
号

二　

指
定
納
付
受
託
者
を
指
定
し
た
日　

令
和
五
年
三
月
十
四
日

三　

指
定
納
付
受
託
者
に
納
入
さ
せ
る
歳
入　

や
ま
な
し
く
ら
し
ね
っ
と
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
を
利
用

し
て
納
付
す
る
手
数
料

四　

指
定
納
付
受
託
者
が
納
付
の
対
象
と
す
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
等
の
種
類

1　

次
に
掲
げ
る
国
際
ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
が
付
さ
れ
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

㈠　

V
ISA

㈡　

M
aster Card

㈢　

JCB

㈣　

D
iners Club

㈤　

A
m
erican Express

2　

P
a
y
P
a
y

3　

P
a
y

－

e
a
s
y

五　

指
定
納
付
受
託
者
に
納
付
さ
せ
る
期
間　

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま

で

公　
　
　

告

◉　

公
益
社
団
法
人
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
の
業
務
拡
大
に
係
る
業
種
及
び
職
種
の



山
梨
県
公
報
　
　
第
三
百
六
十
三
号
　
　
令
和
五
年
三
月
二
十
三
日

一
五
〇

◉　

水
防
法
に
基
づ
く
水
防
警
報
を
す
る
河
川
の
指
定

水
防
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
三
号
）
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
水
防
警
報
を

す
る
河
川
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

令
和
五
年
三
月
二
十
三
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

水
系
名
河
川
名
指
定
区
間

相
模
川
新
名
庄

川

（
左
岸
）
南
都
留
郡
忍
野
村
内
野
字
中
村
六
百
六
十
番
地
先
か
ら

　
　
　
　

南
都
留
郡
忍
野
村
忍
草
字
下
屋
敷
百
七
十
五
番
の
二
地
先
ま
で

（
右
岸
）
南
都
留
郡
忍
野
村
内
野
字
内
釜
七
百
六
十
三
番
地
先
か
ら

　
　
　
　

南
都
留
郡
忍
野
村
忍
草
字
下
屋
敷
百
七
十
三
番
の
二
地
先
ま
で

選
挙
管
理
委
員
会

山
梨
県
選
挙
管
理
委
員
会
規
程
第
一
号

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
三
日

山
梨
県
選
挙
管
理
委
員
会

委　

員　

長　
　

小　

宮　

山　
　
　
　

博

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
規
程
（
昭
和
四
十
四
年
山
梨
県
選
挙
管
理
委
員
会
規
程
第
四
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
中
「
及
び
令
第
六
条
」
を
「
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
二
十
四
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
、
第
七
条
、
第
十
七
条

第
一
項
、
第
十
九
条
第
二
項
及
び
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
次
の
と
お
り
あ
っ
た
。

令
和
五
年
三
月
二
十
三
日

山
梨
県
選
挙
管
理
委
員
会

委　

員　

長　
　

小　

宮　

山　
　
　
　

博



山
梨
県
公
報
　
　
第
三
百
六
十
三
号
　
　
令
和
五
年
三
月
二
十
三
日

一
五
一

政
治
資
金
規
正
法
第
六
条
第
一
項
第
一
号
に
よ
る
届
出　

政
治
団
体
設
立
届

そ
の
他
の
政
治
団
体

名　
　

称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

設
立
年
月
日

届
出
年
月
日

晴
和
会

滝

口

晴

夫

滝

口

晴

夫

富
士
吉
田
市
上
暮
地
四

－

一
四

－

五

令
和
五
年
二
月
十

日

令
和
五
年
二
月
十

日

藤
井
よ
し
ふ
さ
後
援
会

勝

俣

勝

保

渡

辺

智

徳

富
士
吉
田
市
上
吉
田
東
一

－

八

－

五

令
和
五
年
二
月
十

三
日

令
和
五
年
二
月
十

三
日

よ
し
ろ
う
会

堀

内

義

郎

山
本
眞
理
子

南
都
留
郡
忍
野
村
内
野
一
一
三
七

令
和
五
年
二
月
七

日

令
和
五
年
二
月
十

三
日

保
坂
た
か
こ
後
援
会

佐

野

勝

也

保

坂

俊

恵

中
巨
摩
郡
昭
和
町
上
河
東
三
九
三

－

二

令
和
五
年
二
月
十

三
日

令
和
五
年
二
月
十

三
日

雨
宮
た
く
ま
後
援
会

雨

宮

拓

眞

望

月

理

恵

笛
吹
市
一
宮
町
竹
原
田
二
三
七

令
和
五
年
二
月
十

六
日

令
和
五
年
二
月
十

六
日

老
若
男
女
が
活
躍
で
き
る
地
域
社
会

を
つ
く
る
会

板

倉

俊

之

望

月

理

恵

笛
吹
市
御
坂
町
蕎
麦
塚
五
七
〇

－

一

令
和
五
年
二
月
十

六
日

令
和
五
年
二
月
十

六
日

藤
田
徹
後
援
会

藤

田
　

徹

藤

田
　

徹

富
士
吉
田
市
竜
ケ
丘
三

－

五

－

一
二

令
和
五
年
二
月
二

十
日

令
和
五
年
二
月
二

十
日

橘
田
大
洋
後
援
会

橘

田

大

洋

橘

田

良

江

甲
府
市
下
向
山
町
四
一
四
八

－

二

令
和
五
年
三
月
一

日

令
和
五
年
三
月
三

日

小
林
ゆ
き
の
り
後
援
会

川

﨑

勤

夫

川

﨑

勤

夫

中
央
市
布
施
三
三
九
六

令
和
五
年
三
月
七

日

令
和
五
年
三
月
七

日

た
く
し
ん
会

深

沢

芳

次

深

沢

恵

子

甲
府
市
朝
気
一

－

二

－

三
五

令
和
五
年
三
月
八

日

令
和
五
年
三
月
八

日

政
治
資
金
規
正
法
第
七
条
に
よ
る
届
出　

届
出
事
項
の
異
動
届

区
分

名　
　

称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

異
動
年
月
日

届
出
年
月
日

新

参
政
党
山
梨
支
部

赤

坂

潤

二

河
西
理
映
子

令
和
五
年
二
月
十

二
日

令
和
五
年
二
月
十

三
日

旧

高

山

裕

司

山
下
葉
瑠
香

新

自
由
民
主
党
山
梨
支
部

古

屋

弘

和

山
梨
市
小
原
東
九
七
七

令
和
五
年
一
月
二

十
八
日

令
和
五
年
二
月
二

十
日

旧

乙

黒

泰

樹

山
梨
市
上
神
内
川
一
四
六
二

新

自
由
民
主
党
山
梨
県
遺
族
の
会
支

部

藤

巻
　

進

樋
口
麻
希
子

令
和
五
年
二
月
一

日

令
和
五
年
二
月
二

十
四
日

旧

久
保
川
博
芳

藤

巻
　

進

新

自
由
民
主
党
櫛
形
支
部

勝
　

良

三

南
ア
ル
プ
ス
市
桃
園
一
二
二
二

令
和
五
年
二
月
二

十
七
日

令
和
五
年
三
月
六

日

旧

桜

本

広

樹

南
ア
ル
プ
ス
市
小
笠
原
一
三
二
八

－

三

新

永
新
会

深

澤

真

紀

甲
府
市
宝
二

－

二
七

－

五

令
和
五
年
二
月
一

日

令
和
五
年
二
月
十

三
日

旧

永

井

理

恵

甲
府
市
北
新
一

－

八

－

八

新

学
友
倶
楽
部

深

澤

真

紀

甲
府
市
宝
二

－

二
七

－

五

令
和
五
年
二
月
一

日

令
和
五
年
二
月
十

三
日

旧

永

井

理

恵

甲
府
市
北
新
一

－

八

－

八

新

安
藤
久
雄
後
援
会

渡

辺

千

世

令
和
四
年
十
二
月

二
十
日

令
和
五
年
二
月
二

十
四
日

旧

吉

田
　

誠

新

日
本
遺
族
政
治
連
盟
山
梨
県
本
部

藤

巻
　

進

樋
口
麻
希
子

令
和
五
年
二
月
一

日

令
和
五
年
二
月
二

十
四
日

旧

久
保
川
博
芳

藤

巻
　

進

新

信
友
会

井

口

芳

明

令
和
五
年
三
月
一

日

令
和
五
年
三
月
一

日

旧

小

宮

山

稔

新

た
か
の
一
雄
を
囲
む
ク
ラ
ブ
ホ
ー

ク
ス

遠

藤

辰

男

令
和
五
年
二
月
七

日

令
和
五
年
三
月
六

日

旧

風

間

辰

男

新

市
民
の
声
で
明
日
の
富
士
吉
田
を

作
る
会
伊
藤
進
後
援
会

富
士
吉
田
市
下
吉
田
四

－

一
七

－

三

令
和
五
年
三
月
四

日

令
和
五
年
三
月
八

日

旧

富
士
吉
田
市
緑
ケ
丘
二

－

六

－

一
五



山
梨
県
公
報
　
　
第
三
百
六
十
三
号
　
　
令
和
五
年
三
月
二
十
三
日

一
五
二

政
治
資
金
規
正
法
第
七
条
に
よ
る
届
出　

届
出
事
項
の
異
動
届
（
国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
の
区
分
）

区
分

名　
　

称

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
の
区
分

公
職
の
候
補
者
の
氏
名

公
職
の
候
補
者
に

係
る
公
職
の
種
類

異
動
年
月
日

届
出
年
月
日

新

永
新
会

法
第
十
九
条
の
七
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
係
る

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体

永
井　

学

参
議
院
議
員

令
和
四
年
七
月
二

十
六
日

令
和
五
年
二
月
十

三
日

旧

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

新

学
友
倶
楽
部

法
第
十
九
条
の
七
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
係
る

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体

永
井　

学

参
議
院
議
員

令
和
四
年
七
月
二

十
六
日

令
和
五
年
二
月
十

三
日

旧

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

区
分

名　
　

称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

異
動
年
月
日

届
出
年
月
日

新

参
政
党
山
梨
支
部

赤

坂

潤

二

河
西
理
映
子

令
和
五
年
二
月
十

二
日

令
和
五
年
二
月
十

三
日

旧

高

山

裕

司

山
下
葉
瑠
香

新

自
由
民
主
党
山
梨
支
部

古

屋

弘

和

山
梨
市
小
原
東
九
七
七

令
和
五
年
一
月
二

十
八
日

令
和
五
年
二
月
二

十
日

旧

乙

黒

泰

樹

山
梨
市
上
神
内
川
一
四
六
二

新

自
由
民
主
党
山
梨
県
遺
族
の
会
支

部

藤

巻
　

進

樋
口
麻
希
子

令
和
五
年
二
月
一

日

令
和
五
年
二
月
二

十
四
日

旧

久
保
川
博
芳

藤

巻
　

進

新

自
由
民
主
党
櫛
形
支
部

勝
　

良

三

南
ア
ル
プ
ス
市
桃
園
一
二
二
二

令
和
五
年
二
月
二

十
七
日

令
和
五
年
三
月
六

日

旧

桜

本

広

樹

南
ア
ル
プ
ス
市
小
笠
原
一
三
二
八

－

三

新

永
新
会

深

澤

真

紀

甲
府
市
宝
二

－
二
七

－

五

令
和
五
年
二
月
一

日

令
和
五
年
二
月
十

三
日

旧

永

井

理

恵

甲
府
市
北
新
一

－

八

－

八

新

学
友
倶
楽
部

深

澤

真

紀

甲
府
市
宝
二

－

二
七

－

五

令
和
五
年
二
月
一

日

令
和
五
年
二
月
十

三
日

旧

永

井

理

恵

甲
府
市
北
新
一

－

八

－

八

新

安
藤
久
雄
後
援
会

渡

辺

千

世

令
和
四
年
十
二
月

二
十
日

令
和
五
年
二
月
二

十
四
日

旧

吉

田
　

誠

新

日
本
遺
族
政
治
連
盟
山
梨
県
本
部

藤

巻
　

進

樋
口
麻
希
子

令
和
五
年
二
月
一

日

令
和
五
年
二
月
二

十
四
日

旧

久
保
川
博
芳

藤

巻
　

進

新

信
友
会

井

口

芳

明

令
和
五
年
三
月
一

日

令
和
五
年
三
月
一

日

旧

小

宮

山

稔

新

た
か
の
一
雄
を
囲
む
ク
ラ
ブ
ホ
ー

ク
ス

遠

藤

辰

男

令
和
五
年
二
月
七

日

令
和
五
年
三
月
六

日

旧

風

間

辰

男

新

市
民
の
声
で
明
日
の
富
士
吉
田
を

作
る
会
伊
藤
進
後
援
会

富
士
吉
田
市
下
吉
田
四

－

一
七

－

三

令
和
五
年
三
月
四

日

令
和
五
年
三
月
八

日

旧

富
士
吉
田
市
緑
ケ
丘
二

－

六

－

一
五



山
梨
県
公
報
　
　
第
三
百
六
十
三
号
　
　
令
和
五
年
三
月
二
十
三
日

一
五
三

政
治
資
金
規
正
法
第
十
七
条
第
一
項
に
よ
る
届
出　

政
治
団
体
解
散
届

名　
　

称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

解
散
年
月
日

届
出
年
月
日

自
由
民
主
党
山
梨
県
甲
府
市
第
五
支

部

皆

川
　

巖

遠

藤

勝

巳

甲
府
市
丸
の
内
三

－
六

－

二

令
和
五
年
二
月
十

七
日

令
和
五
年
二
月
二

十
日

た
な
か
き
よ
し
後
援
会

田

中
　

清

田

中
　

清

中
央
市
東
花
輪
四
三
四

－

三

令
和
五
年
二
月
十

四
日

令
和
五
年
二
月
十

四
日

循
環
型
共
生
社
会
を
目
指
す
市
民
の

会

名

執

義

高

三
澤
美
弥
子

中
央
市
山
之
神
四

－

九
一

令
和
五
年
二
月
二

十
日

令
和
五
年
二
月
二

十
七
日

な
と
り
義
高
と
希
望
の
星
団

赤

池

政

樹

鴨

川

文

好

中
央
市
山
之
神
四

－

九
一

令
和
五
年
二
月
二

十
日

令
和
五
年
二
月
二

十
七
日

斉
藤
諭
後
援
会

石

川

永

雄

石

川

栄

二

南
ア
ル
プ
ス
市
江
原
八
八

－

五

令
和
四
年
十
二
月

一
日

令
和
五
年
二
月
二

十
八
日

尾
形
こ
う
し
ょ
う
後
援
会

小

俣

喜

男

志

村

春

男

上
野
原
市
野
田
尻
二
七
二
九

令
和
五
年
二
月
二

十
日

令
和
五
年
三
月
一

日

政
治
資
金
規
正
法
第
十
九
条
第
二
項
に
よ
る
届
出　

資
金
管
理
団
体
指
定
届

氏　
　

名

公
職
の
種
類

資
金
管
理
団
体
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

代
表
者
氏
名

指
定
年
月
日

届
出
年
月
日

滝

口

晴

夫

市
議
会
議
員

晴
和
会

富
士
吉
田
市
上
暮
地
四

－

一
四

－

五

滝

口

晴

夫

令
和
五
年
二
月
十

日

令
和
五
年
二
月
十

日

堀

内

義

郎

村
議
会
議
員

よ
し
ろ
う
会

南
都
留
郡
忍
野
村
内
野
一
一
三
七

堀

内

義

郎

令
和
五
年
二
月
七

日

令
和
五
年
二
月
十

三
日

雨

宮

拓

眞

県
議
会
議
員

雨
宮
た
く
ま
後
援
会

笛
吹
市
一
宮
町
竹
原
田
二
三
七

雨

宮

拓

眞

令
和
五
年
二
月
十

六
日

令
和
五
年
二
月
十

六
日

政
治
資
金
規
正
法
第
十
九
条
第
三
項
第
三
号
に
よ
る
届
出　

資
金
管
理
団
体
異
動
届

区
分

氏　
　

名

公
職
の
種
類

資
金
管
理
団
体
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

代
表
者
氏
名

異
動
年
月
日

届
出
年
月
日

新

志
村
直
毅

県
議
会
議
員

志
村
直
毅
後
援
会
な
お
き
会

令
和
五
年
二
月
二

十
一
日

令
和
五
年
二
月
二

十
一
日

旧

知
事

政
治
資
金
規
正
法
第
十
九
条
第
三
項
第
二
号
に
よ
る
届
出　

資
金
管
理
団
体
で
な
く
な
っ
た
旨
の
届

氏　
　

名

公
職
の
種
類

資
金
管
理
団
体
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

代
表
者
氏
名

資
金
管
理
団
体
で
な

く
な
っ
た
年
月
日

届
出
年
月
日

田

中
　

清

市
議
会
議
員

た
な
か
き
よ
し
後
援
会

中
央
市
東
花
輪
四
三
四

－

三

田

中
　

清

令
和
五
年
二
月
十
四

日

令
和
五
年
二
月
十

四
日

名

執

義

高

市
議
会
議
員

循
環
型
共
生
社
会
を
目
指
す
市

民
の
会

中
央
市
山
之
神
四

－

九
一

名

執

義

高

令
和
五
年
二
月
二
十

日

令
和
五
年
二
月
二

十
七
日



山
梨
県
公
報
　
　
第
三
百
六
十
三
号
　
　
令
和
五
年
三
月
二
十
三
日

一
五
四

山
梨
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
二
十
五
号

令
和
五
年
一
月
二
十
二
日
執
行
の
山
梨
県
知
事
選
挙
に
お
け
る
公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律

第
百
号
）
第
百
八
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
候
補
者
の
選
挙
運
動
に
関
す
る
収
入
及
び
支
出
の
報
告
の
要

旨
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
三
日

山
梨
県
選
挙
管
理
委
員
会

委　

員　

長　
　

小　

宮　

山　
　
　
　

博

氏　
　

名

公
職
の
種
類

資
金
管
理
団
体
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

代
表
者
氏
名

資
金
管
理
団
体
で
な

く
な
っ
た
年
月
日

届
出
年
月
日

田

中
　

清

市
議
会
議
員

た
な
か
き
よ
し
後
援
会

中
央
市
東
花
輪
四
三
四

－

三

田

中
　

清

令
和
五
年
二
月
十
四

日

令
和
五
年
二
月
十

四
日

名

執

義

高

市
議
会
議
員

循
環
型
共
生
社
会
を
目
指
す
市

民
の
会

中
央
市
山
之
神
四

－

九
一

名

執

義

高

令
和
五
年
二
月
二
十

日

令
和
五
年
二
月
二

十
七
日



山
梨
県
公
報
　
　
第
三
百
六
十
三
号
　
　
令
和
五
年
三
月
二
十
三
日

一
五
五



山
梨
県
公
報
　
　
第
三
百
六
十
三
号
　
　
令
和
五
年
三
月
二
十
三
日

一
五
六



山
梨
県
公
報
　
　
第
三
百
六
十
三
号
　
　
令
和
五
年
三
月
二
十
三
日

一
五
七



山
梨
県
公
報
　
　
第
三
百
六
十
三
号
　
　
令
和
五
年
三
月
二
十
三
日

一
五
八



山
梨
県
公
報
　
　
第
三
百
六
十
三
号
　
　
令
和
五
年
三
月
二
十
三
日

一
五
九



山
梨
県
公
報
　
　
第
三
百
六
十
三
号
　
　
令
和
五
年
三
月
二
十
三
日

一
六
〇



山
梨
県
公
報
　
　
第
三
百
六
十
三
号
　
　
令
和
五
年
三
月
二
十
三
日

一
六
一

じ
め
、
そ
の
旨
を
」
に
改
め
る
。

第
六
条
中
「
第
十
条
」
を
「
第
十
一
条
」
に
、
「
第
十
四
条
第
一
項
」
を
「
第
十
九
条
第
一
項
」

に
、
「
取
消
」
を
「
取
消
し
」
に
、
「
第
十
五
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
三
号

山
梨
県
立
学
校
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
三
日

山
梨
県
教
育
委
員
会

教
育
長　
　

手　
　

島　
　

俊　
　

樹

山
梨
県
立
学
校
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
立
学
校
管
理
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
第
一
項
中
「
保
健
主
事
」
の
下
に
「
、
研
修
主
事
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
「
つ
い
て

は
」
を
「
つ
い
て
」
に
改
め
、
同
条
中
第
八
項
を
第
九
項
と
し
、
第
七
項
を
第
八
項
と
し
、
第
六
項
を

第
七
項
と
し
、
第
五
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

6　

研
修
主
事
は
、
校
長
の
監
督
を
受
け
、
研
修
計
画
の
立
案
そ
の
他
の
研
修
に
関
す
る
事
項
に
つ
い

て
連
絡
調
整
及
び
指
導
、
助
言
に
当
た
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
四
号

産
業
教
育
手
当
支
給
に
関
す
る
規
則
及
び
指
導
が
不
適
切
な
教
員
の
認
定
の
手
続
等
に
関
す
る
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
三
日

山
梨
県
教
育
委
員
会

教
育
長　
　

手　
　

島　
　

俊　
　

樹

産
業
教
育
手
当
支
給
に
関
す
る
規
則
及
び
指
導
が
不
適
切
な
教
員
の
認
定
の
手
続
等
に
関
す
る

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
産
業
教
育
手
当
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条
　
産
業
教
育
手
当
支
給
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
四
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
る
。

教
育
委
員
会

山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
一
号

山
梨
県
公
立
小
学
校
及
び
中
学
校
の
学
級
編
制
の
基
準
等
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
三
日

山
梨
県
教
育
委
員
会

教
育
長　
　

手　
　

島　
　

俊　
　

樹

山
梨
県
公
立
小
学
校
及
び
中
学
校
の
学
級
編
制
の
基
準
等
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則

（
山
梨
県
公
立
小
学
校
及
び
中
学
校
の
学
級
編
制
の
基
準
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条
　
山
梨
県
公
立
小
学
校
及
び
中
学
校
の
学
級
編
制
の
基
準
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
四
年

山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
の
表
小
学
校
の
項
中
「
又
は
三
十
人
」
を
削
る
。

（
山
梨
県
公
立
小
学
校
及
び
中
学
校
の
学
級
編
制
の
基
準
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

の
一
部
改
正
）

第
二
条
　
山
梨
県
公
立
小
学
校
及
び
中
学
校
の
学
級
編
制
の
基
準
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則
（
令
和
三
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
項
中
「
又
は
三
十
人
」
及
び
「
三
十
人
又
は
」
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
号

博
物
館
の
登
録
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
三
日

山
梨
県
教
育
委
員
会

教
育
長　
　

手　
　

島　
　

俊　
　

樹

博
物
館
の
登
録
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

博
物
館
の
登
録
に
関
す
る
規
則
（
令
和
三
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
第
十
条
」
を
「
第
十
一
条
」
に
、
「
第
十
一
条
第
一
項
各
号
」
を
「
第
十
二
条
第
一
項

各
号
」
に
、
「
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
」
を
「
同
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
」
に
改
め
る
。

第
二
条
中
「
す
み
や
か
に
」
を
「
速
や
か
に
」
に
、
「
第
十
二
条
」
を
「
第
十
三
条
」
に
改
め
る
。

第
四
条
中
「
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
す
み
や
か
に
」
を
「
変
更
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か



発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
　
　
第
三
百
六
十
三
号
　
　
令
和
五
年
三
月
二
十
三
日

一
六
二

第
一
条
か
ら
第
五
条
ま
で
の
規
定
中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤

務
職
員
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

1　

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

2　

山
梨
県
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
条
例
（
令
和
四
年
山
梨
県
条

例
第
四
十
七
号
）
附
則
第
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
附
則
第
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
の
う
ち
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
も
の
は
、
定
年
前
再
任
用

短
時
間
勤
務
職
員
と
み
な
し
て
、
こ
の
訓
令
に
よ
る
改
正
後
の
第
一
条
か
ら
第
五
条
ま
で
の
規
定
を

適
用
す
る
。正　

　
　

誤

ペ
ー
ジ

段
　
　

行

　
　
　
　
　

誤

　
　
　
　
　

正

○
　
令
和
五
年
三
月
一
日
（
号
外
第
十
号
）
公
布
山
梨
県
規
則
第
三
十
五
号
（
山
梨
県
財
務
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則
）

一

上

五

第
三
十
五
号

第
一
号

（
指
導
が
不
適
切
な
教
員
の
認
定
の
手
続
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条
　
指
導
が
不
適
切
な
教
員
の
認
定
の
手
続
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
年
山
梨
県
教
育
委
員

会
規
則
第
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
又
は
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採

用
さ
れ
た
者
（
以
下
「
再
任
用
職
員
」
と
い
う
。
）
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る

短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員
（
以
下
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
と
い
う
。
）
」

に
、
「
（
再
任
用
職
員
」
を
「
（
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

1　

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
産
業
教
育
手
当
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

2　

山
梨
県
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
条
例
（
令
和
四
年
山
梨
県
条

例
第
四
十
七
号
。
次
項
に
お
い
て
「
改
正
条
例
」
と
い
う
。
）
附
則
第
二
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す

る
暫
定
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
は
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
と
み
な
し
て
、
第
一
条
の

規
定
に
よ
る
改
正
後
の
産
業
教
育
手
当
支
給
に
関
す
る
規
則
第
三
条
の
規
定
を
適
用
す
る
。

（
指
導
が
不
適
切
な
教
員
の
認
定
の
手
続
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

3　

改
正
条
例
附
則
第
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
及
び
同
条
例
附
則
第
十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
十
四
条
第
一

項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
十
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
県
費
負
担
教
職
員
は
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
指
導
が
不

適
切
な
教
員
の
認
定
の
手
続
等
に
関
す
る
規
則
第
二
条
に
規
定
す
る
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職

員
と
み
な
す
。

山
梨
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
二
号

庁　
　

内　
　

一　
　

般

県　
　

立　
　

学　
　

校

山
梨
県
立
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
三
日

山
梨
県
教
育
委
員
会

教
育
長　
　

手　
　

島　
　

俊　
　

樹

山
梨
県
立
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
梨
県
立
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
（
平
成
四
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
五

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。


